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定義、検討すべき項目 
 
１ まちづくり 
  「まちづくり」という言葉は、本来、市民主導（参加）で地域のあり方（地域計画や

制度）を考え、行動（協働）していくことであったが、近年行政の制度、事業にも使

われるようになった。 
  「花巻市まちづくり条例」での「まちづくり」は、花巻市（花巻市地域内）での市民、

住民の暮らしを向上させるための、行政、市民、住民の活動及び市民、住民と行政と

の協働行為、事業全体をいう。 
 
２ 市民と住民 
  「市民」とは、花巻市内に居住する人、働く人、学ぶ人、事業を営む人。 
    ＊定義の上では観光客や交通的通過者は含まない方がいいのではないか。彼等の

保護は社会通念レベル。 
  「住民」とは、花巻市に住民票を有するもの。 
    ＊同じに花巻市に居住していても、住民税を払うものと払わないものは分けて考

えた方がいい（住民投票の投票権判断のためにも）。 
 
３ 市民参加と住民参加と住民投票 
  ＊市民参加（参画） 
 ＊住民参加（参画） 

  ＊住民参加条例 
  ＊住民投票（子供との関係の年齢も確定したい） 
 
４ コミュニティー、地域社会、NPO 法人、団体、個人、協働など 
  「コミュニティー」 

本来、同じ地域で暮らし利害を共有する人々で形成される地域社会であるが、最近は

地域での活動組織をいう傾向がある。「コミュニティー」とは、「地域社会」なのか

「地域の組織、団体」と考えた場合、当条例では「地域社会」と定義したい。活動す

る実態を「コミュニティー組織（地域組織）」としたらどうか。 
「ＮＰＯ法人」 
＊花巻地域にどれだけまちづくりに実質的に動ける NPO 法人があるか。     

＊花巻市全域で NPO 法人の担えるものは何か、地域的偏在をどう解決するのか。         
  「協働」 



   協働とは市民、住民と市とがそれぞれの役割を担い、共通の目的に向けて「まちづ

くり」を協力して行うことをいう。 
   ＊ 市 と NPO な ど と の 協 働 と あ る が 、 NPO の な い 地 域 の 方 が 多 い         

＊協働の相手は「地域の活動組織、市民団体、NPO 法人、まちづくりグループ、 

個人」とすべきではないか。 
    ＊「協働」とは、どのような分野での、どのような行為をいうのか、制度的には

何をもって、「協働」というのか。何が「協働」できるのか。行政の考え、市民

の考えを確認しておきたい。 
 
５ 小さな市役所・コミュニティー会議・地域協議会の位置付け、条例での扱い 
  小さな市役所は地方分権の最新の形態と考えられるが、それを条例にどう扱うか？ 
  果たして、そのような会議体がこれからの地域を恒久的に担う組織、仕組みとなりう

るのか？小さな市役所、コミュニティー会議を住民参加の重要な機関として、しっかり

住民参加を条例に書き込むか？ 
 
６ ３～５章「まちづくりの基本理念」の整理、総合計画の上位の概念化 
  総合計画との整合性というより、花巻市にとって重要なテーマを総合計画の上位概念、

普遍的思想として記述する。 








